










































































健施設に入所中の後期高齢t<t1Jこ， ド肢筋の訓練として， (1)椅子からのす.ち上がり動作， (2)踏み台昇降
動作を，上肢筋の副1I~賓として， (3)数取器を押す動作をATレベルで，最大時間の50%の持続運動を 2ヵ月
間行なった。その結果，いずれの訓練でも訓練筋の筋力や筋持久力が増し，歩行能力が延長した。さらに，
運動開始時の筋収縮速度を示すMotorTimeが短縮することを示した。このことは，歩行時にバランスを
崩した時でも，すばやく体勢を立て直すことが可能で，高齢者にとって転倒予防に重要である。また，手
指の作業能力の増大は，創作やレクリエーション作業を通して「生きがいづくり」に結びつくことが推察
できるo第IV主主では，高齢の月Ili気腫患者に自転車エルゴメータによる運動訓練を行ない，腹・背筋軒の持
久性の改普，換気効半の改善，有酸素代謝能力の改善によって運動中の息切れ感が改善したことを示した。
これらの総合的な効果により，肺気腰を持つ高齢者でも運動訓練を行うことによって体力低下が改善し、
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ADLの増大に結び.つくことを実証した。
以上より本論文では，要支援・要介護状態に近い後期高齢者に対して. 円常動作を用いた運動訓練によ
り，下肢・上肢の筋機能の改善や歩行時のバランスの改善を伴って自立生活や生きがいづくりに必要な歩
行能力や手指能力を増すことを実証した。さらに，高齢の肺気腫患者ーであっても.運動訓練によって換気
効率や有駿素代謝能力が改善し.ADLが向上することを示した。この日常動作を用いた安全で簡便な， し
かも，いつでもどこでもできる運動訓練は日常生活にも直結し，有効で.かつ，実際的な方法になりうる。
来る21世紀の[高齢者の世紀」は要支援・要介護状態の高齢者が急増することが予測されているが，本論
文で述べた訓練がこのような要支援・要介護状態に対する予防対策の一助となることを期待される。よっ
て，本論文は博士〈学術)の学位を授勺ーされるに備する形式と内容を備えていると判定した。
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